
 

 

 



バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
民
間
企
業
な

ど
が
、
基
準
日
現
在
に
保
有
す
る
土

地
や
建
物
な
ど
の
資
産
と
、
借
入
金

な
ど
の
負
債
お
よ
び
資
本
の
状
況
を

総
括
的
に
表
示
し
た
対
照
表
で
す
。

現
行
の
地
方
公
共
団
体
の
会
計
制

度
に
お
い
て
は
、
単
年
度
の
歳
入
、

歳
出
を
対
比
し
た
資
金
の
流
れ
に
主

眼
が
置
か
れ
て
お
り
、
資
産
や
負
債

の
残
高
に
関
す
る
情
報
が
不
足
し
て

い
ま
し
た
。

鳥
栖
市
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
表

１
の
と
お
り
で
、
市
が
こ
れ
ま
で
に

蓄
積
し
て
き
た
資
産
を
左
側
に
、
そ

の
資
金
の
調
達
方
法
な
ど
を
右
側
に

表
示
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
の
よ
う
に

市
の
財
政
状
況
を
一
覧
で
把
握
で
き

ま
す
。

昭
和
44
年
度
か
ら
こ
れ
ま
で
に
形

成
さ
れ
た
「
資
産
」
は
８
９
３
億
円

（
住
民
１
人
当
た
り
１
３
９
万
円
）
で
、

こ
れ
に
対
し
て
、
将
来
返
済
が
必
要

な
「
負
債
」
が
２
８
６
億
円
（
住
民

１
人
当
た
り
45
万
円
）、
返
済
を
必
要

と
し
な
い
「
正
味
資
産
」
が
６
０
７

億
円
（
住
民
１
人
当
た
り
95
万
円
）

で
す
。
こ
の
資
産
は
、
負
債
返
済
能

力
と
し
て
の
資
産
価
値
を
表
す
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の

行
政
運
営
の
結
果
と
し
て
、
負
債
の

約
３
・
１
倍
の
資
産
が
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

ま
た
、
資
産
の
89
・
４
％
を
占
め

る
有
形
固
定
資
産
の
行
政
目
的
別
割

合
を
見
る
と
、
道
路
、
橋
り
ょ
う
、

河
川
、
公
園
な
ど
の
都
市
基
盤
整
備

に
要
し
た
土
木
費
が
51
・
０
％
と
最

も
多
く
、
次
い
で
、
学
校
教
育
施
設

や
体
育
施
設
な
ど
の
整
備
を
中
心
と

し
た
教
育
費
が
36
・
９
％
と
な
っ
て

い
て
、
以
下
衛
生
費
、
民
生
費
、
農

林
水
産
業
費
、
総
務
費
、
商
工
費
、

消
防
費
、
労
働
費
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
に
あ
る
よ
う
な
資
産
形
成

に
つ
な
が
ら
な
い
、
人
的
サ
ー
ビ
ス

や
給
付
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
の
状
況
を
、
行
政
活
動

の
性
質
や
目
的
ま
た
効
率
性
の
観
点

か
ら
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
説
明
し

た
も
の
で
す
。

な
お
、
コ
ス
ト
の
範
囲
は
、
平
成

17
年
度
に
住
民
に
提
供
し
た
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
す
べ
て
の
コ
ス
ト
に
つ
い

て
、
現
金
支
出
だ
け
で
な
く
、
減
価

償
却
費
、
不
納
欠
損
額
、
退
職
給
与

引
当
金
繰
入
と
い
っ
た
非
現
金
支
出

を
加
え
た
も
の
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

行
政
コ
ス
ト
を
費
目
別
に
見
て
み

る
と
、
民
生
費
が
56
億
円
（
住
民
１

人
当
た
り
９
万
円
）
と
最
も
多
く
、

次
い
で
土
木
費
の
32
億
円
（
住
民
１

人
当
た
り
５
万
円
）、
教
育
費
の
23
億

円
（
住
民
１
人
当
た
り
４
万
円
）、
総

務
費
の
21
億
円
（
住
民
１
人
当
た
り

３
万
円
）
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
は
、

行
政
活
動
を
資
金
の
流
れ
か
ら
見
た

も
の
で
、
年
度
初
め
と
年
度
末
の
資

金
（
財
政
調
整
基
金
、
減
債
基
金
、

お
よ
び
歳
計
現
金
）
の
増
減
内
訳
を

一
覧
表
に
し
た
も
の
で
す
。

鳥
栖
市
で
は
、
平
成
17
年
度
中
に

４
億
７
千
万
円
の
資
金
が
増
加
。
行

政
、
建
設
、
財
務
活
動
と
い
っ
た
３

区
分
の
資
金
収
支
関
連
で
は
、
行
政

活
動
の
収
支
の
黒
字
が
、
投
資
・
財

務
活
動
に
お
け
る
収
支
の
赤
字
を
補

て
ん
し
て
い
る
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

財
務
諸
表
を
公
表
し
ま
す

〜
企
業
会
計
的
手
法
を
用
い
た
〜

財
務
諸
表
を
公
表
し
ま
す

〜
企
業
会
計
的
手
法
を
用
い
た
〜

財
務
諸
表
を
公
表
し
ま
す

〜
企
業
会
計
的
手
法
を
用
い
た
〜

平
成
12
年
３
月
に
自
治
省
（
現
・
総
務
省
）
が
ま
と
め
た

作
成
基
準
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
平
成
17
年
度
の
鳥
栖
市
の

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
、
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

フ
ロ
ー
計
算
書
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
、

企
業
会
計
的
手
法
を
用
い
た
も
の
で
、
市
の
財
政
状
況
を
よ

り
的
確
に
つ
か
み
、
健
全
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
の
指
標

と
な
る
も
の
で
す
。

詳
し
く
は
財
政
課
（
1
85
・
３
５
１
４
）
へ
。

財
務
諸
表
を
公
表
し
ま
す

〜
企
業
会
計
的
手
法
を
用
い
た
〜



表1 表3

表2

※
作
成
基
準
日
（
平
成
18
年
３
月
31
日
現

在
）
の
人
口
は
６
万
４
１
１
７
人
で
す
。

■
総
務
省
作
成
基
準

①
対
象
と
す
る
会
計
の
範
囲
は

「
普
通
会
計
（
注
１
）」
で
す

②
作
成
基
準
日
は
、
平
成
18
年
３

月
31
日
と
し
、
同
年
４
月
１
日
か

ら
５
月
31
日
ま
で
の
出
納
整
理
期

間
の
収
支
に
つ
い
て
は
、
基
準
日

ま
で
に
終
了
し
た
も
の
と
し
て
処

理
し
て
い
ま
す

③
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
基
礎
数
値

は
、
昭
和
44
年
度
以
降
の
「
決
算

統
計
（
注
２
）」
の
デ
ー
タ
を
使

用
し
ま
し
た

④
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
の
基
礎
数

値
は
、
平
成
17
年
度
の
決
算
書
類

お
よ
び
決
算
統
計
の
デ
ー
タ
を
使

用
し
ま
し
た

⑤
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書

の
基
礎
数
値
は
、
平
成
17
年
度
の

決
算
統
計
の
デ
ー
タ
を
使
用
し
ま

し
た





近年、中高年の男性を中心に肥満
者が増えています。その多くが糖尿
病、高血圧症、高脂血症などの危険
因子を複数持ち合わせている場合が
多く、危険因子が重なるほど心疾患
や脳血管疾患を発症する危険が増大
します。
最近、「内臓脂肪症候群（メタボリ
ックシンドローム）」という言葉がよ
く耳にされます。
内臓に脂肪が蓄積されているのに、
生活習慣の改善がされないと脳卒中
や心筋梗塞、糖尿病に進展する可能
性が非常に高くなります。
根本的には運動習慣の徹底や食生

活の改善、そして禁煙などの生活習
慣を改善することが必要です。
生活習慣病対策を効果的に進めて

いくためには、早期に患者や患者予
備群を発見して、保健指導を徹底す
ることにより生活習慣を変えて、患
者予備群から患者になることを防ぐ
ことが重要です。

現在、市では老人保健事業などと
して基本健診、ガン検診、保健指導
などを実施していますが、基本健診
でも受診率は50％を下回っています。
平成20年４月からは、国民健康保
険の40歳以上の被保険者・被扶養者
を対象にメタボリックシンドローム
予防に関する健診・保健指導を新た
に実施します。
今まで以上に生活習慣病予防に着

目した健診を市が行うことで、受診
率を引き上げていきます。

また、健診の結果、異常が見つか
った人は、運動習慣の徹底や食生活
の改善、禁煙といった生活習慣の改
善が図られ、異常が見つかった人の
行動が変えられるように保健師、栄
養士などによって適切な保健指導が
行われることとなります。
高血糖、高血圧、高脂血、高尿酸

などの症状はそれぞれが別々に進行
するものではありません。内臓脂肪
肥満を原因とするもので、それは
「氷山」のようなもの。高血糖などそ
れぞれが「氷山の一角」のように症
状として水面上に現れているのです。
血圧を下げる薬を飲むことは氷山

の一角を削るだけ。根本的な治療と
しては運動習慣の徹底や食生活の改
善、そして禁煙などの生活習慣を改
めて「氷山全体を縮小させる」こと
が大切なのです。

国民健康保険制度は市民の皆さんに必要な医療を提供し、すこやかで
安心できる生活を送るための基盤として重要な役割を果たしています。
今号では、平成20年４月から施行される国の「医療費適正化計画」の
主要な柱である「生活習慣病予防の徹底」についてお知らせします。
「１に運動、２に食事、しっかり禁煙、最後にクスリ」が生活習慣病
予防の極意。皆さんもあらためて、自分の生活習慣を見つめ直してみま
せんか。詳しくは国保年金課（185-3582）へ。 佐賀県国保連合会のマスコット「元気くん」

SAGA

出産育児一時金の受取代理制度

腹囲が男性で85cm以上、女性で90cm以上で
あれば「メタボリックシンドローム」が疑われます







「
構
想
は
三
カ
月
。
頭
の
中

で
思
い
描
い
た
と
お
り
の
作
品

が
で
き
て
、
満
足
し
て
い
ま
す
」

鳥
栖
市
が
国
際
交
流
を
進
め

て
い
る
ド
イ
ツ
・
ツ
ァ
イ
ツ
市

在
住
の
彫
刻
家
。
こ
の
ほ
ど
東

公
園
（
今
町
）
の
ド
イ
ツ
エ
リ

ア
に
設
置
さ
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
の
制
作
者
で
す
。

モ
チ
ー
フ
は
出
撃
前
の
特
攻

隊
員
が「
フ
ッ
ペ
ル
の
ピ
ア
ノ
」

で
演
奏
し
た
と
さ
れ
る
ベ
ー
ト

ー
ベ
ン
作
曲
の
「
月
光
」。
柳

の
木
で
編
ん
だ
壺
に
コ
ン
ク
リ

ー
ト
を
流
し
込
ん
だ
高
さ
〇
・

三
〜
一
・
四
ｍ
の
オ
ブ
ジ
ェ
が

円
形
に
二
十
八
個
並
べ
ら
れ
、

「
月
の
位
相
」

を
表
現
し
て
い

ま
す
。

作
品
名
は

「
月
へ
の
28
の

望
み
」。
オ
ブ

ジ
ェ
の
中
に
両
市
民
の
夢
や
願

い
が
記
さ
れ
た
手
紙
な
ど
が
納

め
ら
れ
、
メ
モ
リ
ア
ル
カ
プ
セ

ル
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

鳥
栖
市
の
造
園
業
者
で
つ
く

る
「
鳥
栖
市
緑
化
協
力
会
（
天

本
良
光
会
長
）」
の
協
力
を
得

て
、
十
月
二
十
三
日
か
ら

約
一
週
間
か
け
て
制
作
。

十
月
三
十
一
日
に
牟
田
秀

敏
市
長
ら
が
出
席
し
て
除

幕
式
を
行
い
、
完
成
を
祝

い
ま
し
た
。

旧
東
ド
イ
ツ
・
ラ
イ
プ

ツ
ィ
ヒ
生

ま
れ
。

「
父
も

祖
父
も
、

そ
の
前
の
祖
先

も
彫
刻
家
と
い

う
家
系
に
生
ま
れ
た
の
で
、
彫

刻
家
に
な
る
こ
と
は
自
然
な
こ

と
だ
っ
た
」

石
や
ブ
ロ
ン
ズ
を
使
っ
て
の

作
品
作
り
を
得
意
と
し
、
ド
イ

ツ
国
内
の
み
な
ら
ず
、
フ
ラ
ン

ス
や
イ
タ
リ
ア
な
ど
外
国
で
展

覧
会
を
開
く
な
ど
精
力
的
に
芸

術
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
こ
の
作
品
を
通
し
て
、
鳥

栖
市
と
ツ
ァ
イ
ツ
市
の
友
好
に

一
役
買
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と

を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
そ
し
て

両
市
の
友
好
関
係
の
き
ず
な
が

よ
り
太
く
、
強
い
も
の
と
な
る

よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
」

陶
山
聰
先
生
の
音
楽
へ
の
情

熱
で
鳥
栖
中
学
校
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
が
誕
生
し
た
の
で
す
。
先
生

は
私
に
と
っ
て
音
楽
だ
け
で
な

く
人
の
生
き
方
す
べ
て
に
亘
る

先
生
で
し
た
。

練
習
は
厳
し
く
、
サ
ボ
ッ
た

り
す
る
と
鉄
拳
寸
前
の
お
叱
り

を
受
け
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
佐
賀

放
送
局
、
伊
万
里
市
な
ど
へ
演

奏
旅
行
。
先
生
作
曲
の
鳥
栖
高

校
の
校
歌
制
定
披
露
演
奏
は
鳥

栖
中
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
行
い
ま

し
た
。
後
に
鳥
栖
高
校
は
私
の

母
校
に
な
り
良
き
思
い
出
で

す
。昭

和
三
十
二
年
に
電
器
メ
ー

カ
ー
に
入
社
。
大
阪
、
福
岡
、

神
戸
、
広
島
、
岡
山
、
仙
台
と

転
勤
の
た
び
に
会
社
で
の
地
位

が
上
が
り
、
責
任
も
重
く
な
り

ま
し
た
。
経
営
上
の
課
題
に
当

面
し
た
と
き
、
思
い
浮
か
ぶ
の

は
鳥
栖
中
学
校
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
必
要
性
を
毎
晩
集
落
ご
と
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
で
説
明
、
要
請
し
て

お
ら
れ
た
陶
山
先
生
の
姿
で
し

た
。
あ
の
情
熱
で
当
た
れ
ば
会

社
で
の
難
題
、
課
題
で
解
決
で

き
な
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

今
で
も
蓮
華
草
を
見
る
と
杓

子
ヶ
峰
へ
登
る
途
中
の
水
車
小

屋
や
蓮
華
畑
に
寝
転
ん
だ
こ
ろ

を
思
い
出
し
ま
す
。

来
年
六
月
の
陶
山
先
生
の
生

誕
百
周
年
記
念
行
事
に
は
何
と

か
し
て
懐
か
し
い
鳥
栖
駅
に
降

り
立
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。す

で
に
悠
々
自
適
の
身
な
の

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
忙
し

い
の
で
す
が
、
気
分
転
換
に
た

ま
に
は
チ
ェ
ロ
を
弾
い
て
い
ま

す
。
鳥
栖
市
の
今
後
益
々
の
躍

進
を
遠
く
東
北
の
地
か
ら
祈
っ

て
い
ま
す
。

モニュメント完成披露式の様子（10月31日）



陶
好
会
は
、
思
い
思
い
に
好

き
な
陶
器
を
作
り
、
陶
芸
を
楽

し
む
教
室
で
す
。
現
在
、
主
婦

を
中
心
に
四
十
歳
代
か
ら
七
十

歳
代
の
男
女
十
八
人
が
在
籍
。

木
曜
日
の
教
室
は
月
二
回
、
金

曜
日
の
教
室
は
月
三
回
、
午
後

二
時
か
ら
同
四
時
ま
で
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
で
楽
し
く
制
作
に

励
ん
で
い
ま
す
。

ど
ん
な
作
品
を
作
る
か
は
特

に
決
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
コ
ッ

プ
や
花
瓶
な
ど
を
作
る
人
が
多

い
で
す
ね
。
中
に
は
時
計
や
照

明
と
い
っ
た
変
わ
っ
た
も
の
を

作
る
人
も
い
ま
す
。

作
業
の
流
れ
と
し
て
は
、
形

作
り
、
仕
上
げ
、
乾
燥
、
素
焼

き
、
色
付
け
、
本
焼
き
を
し
て

完
成
。
お
お
む
ね
二
カ
月
に
一

度
の
ペ
ー
ス
で
作
品
が
出
来
上

が
り
ま
す
。

陶
芸
に
は
作
る
楽
し
さ
だ
け

で
な
く
、
使
う
楽
し
さ
も
あ
り

ま
す
。
作
っ
た
も
の
を
実
際
に

使
用
す
る
こ
と
で
、
次
に
作
る

と
き
の
ア
イ
デ
ア
が
出
て
く
る

の
で
、
さ
ら
に
制
作
意
欲
が
わ

く
と
こ
ろ
が
魅
力
で
す
ね
。

興
味
が
あ
る
人
は
教
室
へ
見

学
、体
験
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
松
尾
（
1
83
・
３

０
８
５
）
へ
。

◆
紹
介
者
は
指
導
者
の
松
尾

伊
知
郎
さ
ん
（
上
の
写
真
前
列

目
左
か
ら
三
番
目
）
で
す
。

今
年
一
月
に
国
史
跡
に
指
定

さ
れ
、
戦
国
時
代
の
価
値
あ
る

遺
跡
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い

る
「
勝
尾
城
筑
紫
氏
遺
跡

か
つ
の
お
じ
ょ
う
ち
く
し
し
い
せ
き

」。

こ
こ
を
案
内
す
る
市
民
ガ
イ
ド

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
が
誕
生
し

ま
し
た
。

ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
は
今
年

度
「
地
域
の
文
化
財
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

が
主
催
す
る
「
文
化
財
学
習

会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
地
域
再

生
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
」
を
受
講
。

研
修
は
六
月
か
ら
月
に
二
〜

三
回
開
か
れ
、
遺
跡
の
勉
強

の
ほ
か
、
長
崎
さ
る
く
博
等

に
も
出
向
き
、
ガ
イ
ド
の
役

割
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

十
一
月
に
入
る
と
研
修
も
仕

上
げ
段
階
。
現
地
で
説

明
内
容
を
お
さ
ら
い
し

ま
し
た
。
遺
跡
を
巡
り

な
が
ら
資
料
や
地
図
と

見
比
べ
た
り
、
説
明
の

ポ
イ
ン
ト
を
メ
モ
し
た

り
、
皆
さ
ん
と
て
も
熱

心
。
も
と
も
と
文
化
財
や
史
跡

に
興
味
の
あ
る
人
が
多
く
「
研

修
は
楽
し
か
っ
た
」
の
声
。

し
か
し
、
い
ざ
ガ
イ
ド
と
な

る
と
「
自
分
で
案
内
す
る
な
ん

て
ピ
ン
と
こ
な
い
」
や
「
説
明

の
ポ
イ
ン
ト
ば
整
理
せ
ん
と
」

や
「
あ
と
で
ま
た
一
人
で
こ
そ

〜
っ
と
見
に
来
て
、
お
さ
ら
い

せ
ん
と
（
笑
）」
な
ど
の
声
も
。

研
修
受
講
者
の
う
ち
市
民
ガ

イ
ド
と
し
て
活
動
す
る
の
は
二

十
人
程
度
を
予
定
。
十
一
月
二

十
六
日
の
遺
跡

見
学
会
か
ら
実

際
に
活
躍
し
て

い
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
担
当
職
員
は

「
遺
跡
の
保
存
・
整
備
や
活
用

は
、
こ
れ
か
ら
が
計
画
段
階
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
史
跡

を
守
り
・
育
て
・
伝
え
て
い
く

た
め
に
も
ガ
イ
ド
と
し
て
だ
け

で
な
く
、
今
後
の
計
画
づ
く
り

に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

11月6日の現地研修の模様。町屋跡、空堀、葛籠
（つづら）城跡などを巡りました

講師は鳥栖市文化財保護審
議会副会長の高尾平良さん



学
校
歯
科
医
）

【
水
火
災
等
の
防
護
に
貢
献
】
村

山
靖
雄
（
河
内
町
、
消
防
団
員
）

【
運
輸
交
通
に
貢
献
】
山
内
利
光

（
西
田
町
、
交
通
安
全
指
導
員
）

■
芸
術
文
化
賞

重
松
睦
子
（
田
代
上
町
、
華
道
）

木
村
聖
鳳
（
小
郡
市
、
吟
詠
）

江
崎
幸
代
（
宿
町
、
演
劇
）

■
芸
術
文
化
功
労
賞

林
美
智
子
（
原
古
賀
町
、
書
道
）

小
笠
原
宗
佳
（
小
郡
市
、
茶
道
）

松
隈
嵩
（
基
山
町
、
文
化
財
）

溝
口
雅
人
（
萱
方
町
、
謡
曲
）

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
サ
ッ
カ
ー

鳥
　
　
　
栖

ス
タ
ジ
ア
ム

2007

消
防
自
動
車
等
ス
ケ
ッ
チ
大
会

「
消
防
自
動
車
等
ス
ケ
ッ
チ

大
会
（
鳥
栖
・
三
養
基
地
区
消

防
事
務
組
合
主
催
）」
が
10
月

21
日
、
同
消
防
本
部
で
開
か
れ

ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す

（
市
内
関
係
分
、
敬
称
略
）。

【
小
学
１
年
生
の
部
】
金
賞
＝
久

保
直
樹
（
鳥
栖
北
）
▽
銀
賞
＝

佐
藤
健
司
郎
（
麓
）
山
津
翔
大

（
同
）
▽
銅
賞
＝
松
雪
颯
馬

（
基
里
）
高
尾
樹
（
同
）
古
賀

健
太
郎
（
鳥
栖
）
井
上
颯
真

（
麓
）
▽
佳
作
＝
徳
永
麗
奈

（
鳥
栖
）
久
保
智
樹
（
鳥
栖
北
）

中
島
絵
梨
夏
（
同
）
久
保
綾
菜

（
同
）

【
小
学
２
年
生
の
部
】
金
賞
＝
井

上
果
南
（
麓
）
▽
銀
賞
＝
川
原

浩
暉
（
麓
）
▽
銅
賞
＝
稲
森
佑

佳
（
鳥
栖
北
）
熊
守
那
奈
華

（
麓
）
▽
佳
作
＝
村
上
晴
香

（
田
代
）
友
岡
晴
奈
（
同
）
江

上
綸
胡
（
同
）
門
司
芽
依
（
基

里
）
坂
本
裕
哉
（
鳥
栖
）

【
小
学
３
年
生
の
部
】
金
賞
＝
寺

h
文
香
（
旭
）
▽
銀
賞
＝
権
藤

未
紗
（
鳥
栖
）
▽
銅
賞
＝
松
尾

健
志
（
基
里
）
▽
佳
作
＝
井
村

し
お
り
（
鳥
栖
北
）
重
松
誠
弥

（
基
里
）
高
田
紗
愛
（
旭
）
城

島
有
基
（
麓
）

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
サ
ッ
カ
ー

鳥
　
　
　
栖

ス
タ
ジ
ア
ム

2007

消
防
自
動
車
等
ス
ケ
ッ
チ
大
会

市
民
奨
励
賞
授
賞
式
、
市
政

功
労
者
表
彰
式
、
市
文
化
連
盟

芸
術
文
化
賞
・
芸
術
文
化
功
労

賞
授
賞
式
が
11
月
３
日
、
市
民

文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
民
奨
励
賞
は
顕
著
な
功
績

を
達
成
し
、
さ
ら
に
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
方
に
贈
ら
れ
る
も
の

で
、
平
成
17
年
度
に
創
設
。
今

泉
町
の
車
載
音
響
機
器
製
造
・

販
売
業
「
ビ
ー
ウ
ィ
ズ
株
式
会

社
」
が
初
め
て
受
賞
し
ま
し
た
。

今
回
、
市
政
功
労
者
と
し
て

38
人
が
表
彰
さ
れ
、
市
文
化
連

盟
芸
術
文
化
賞
・
芸
術
文
化
功

労
賞
に
は
、
７
人
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
、
表
彰
を
受
け
た
方
は

次
の
皆
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
）。

■
市
民
奨
励
賞

ビ
ー
ウ
ィ
ズ
株
式
会
社
（
今
泉

町
）

■
市
政
功
労
者

【
市
政
の
運
営
に
貢
献
】
平
川
忠

（
藤
木
町
、
市
議
会
議
員
）

野
田
ヨ
シ
エ
（
同
町
、
同
）
岡

恒
美
（
江
島
町
、
同
）
姉
川
清

之
（
原
古
賀
町
、
同
）
小
石
正

明
（
桜
町
、
市
嘱
託
員
）
酒
井

康
之
（
秋
葉
町
、
同
）
齊
藤
祝

男
（
江
島
町
、
同
）
平
塚
元

（
宿
町
、
監
査
委
員
）
中
川
玲

子
（
今
泉
町
、
統
計
調
査
員
）

木
村
清
香
（
萱
方
町
、
同
）
福

田
日
出
男
（
桜
町
、
同
）
池

久
留
美
（
下
野
町
、
同
）
天
本

冨
美
子
（
養
父
町
、
同
）
田
代

裕
子
（
轟
木
町
、
同
）

【
文
化
・
体
育
の
振
興
に
貢
献
】

渡
邊
孝
保
（
立
石
町
、
文
化
連

盟
役
員
）
久
保
田
政
充
（
神
辺

町
、
同
）
松
田
雅
乃
（
同
町
、

同
）

【
産
業
の
開
発
振
興
に
貢
献
】
樋

口
勝
（
秋
葉
町
、
鳥
栖
商
工
会

議
所
役
員
）

【
社
会
事
業
に
貢
献
】
楠
松
子

（
蔵
上
町
、
保
育
士
）
吉
村
道

子
（
幸
津
町
、
同
）
嘉
村
千
代

子
（
神
埼
市
神
埼
町
、
同
）
楠

田
安
子
（
平
田
町
、
同
）
元
木

順
子
（
山
浦
町
、
同
）
佐
藤
英

子
（
宿
町
、
幼
稚
園
教
諭
）
緒

方
友
子
（
原
古
賀
町
、
同
）
緒

方
慶
子
（
鎗
田
町
、
同
）

【
民
生
の
安
定
に
貢
献
】
毛
利
ト

シ
子
（
原
町
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
）
下
田
竹
次
（
山
浦
町
、

同
）
小
石
哲
昭
（
立
石
町
、
保

護
司
）
大
島
信
義
（
東
町
、
同
）

松
雪
國
男
（
酒
井
東
町
、
同
）

谷
口
久
吉
（
布
津
原
町
、
同
）

前
間
ヒ
サ
子
（
鎗
田
町
、
同
）

【
保
健
衛
生
に
貢
献
】
野
田
芳

（
西
田
町
、
鳥
栖
三
養
基
医
師

会
役
員
）
石
田
史
郎
（
古
賀
町
、

学
校
医
）
古
賀
初
（
曽
根
崎
町
、



市
社
会
福
祉

藤
立
子
（
加
藤
田
町
、
亡
夫
常

昭
）
▽
山
村
哲
子
（
村
田
町
、

亡
夫
治
）
▽
佐
藤
浩
二
（
蔵
上

町
、
亡
母
井
上
リ
ヲ
）
▽
寳
子

山
正
行
（
轟
木
町
、
亡
母
智
子
）

▽
辻
英
昭
（
今
泉
町
、
亡
母
ト

シ
エ
）
▽
古
賀
ヒ
サ
子
（
儀
徳

町
、
亡
夫
正
利
）
▽
吉
原
幸
三

（
宿
町
、
亡
妻
伸
子
）
▽
力
丸

勝
海
（
本
町
、
亡
妻
久
子
）
▽

日
吉
保
彦
（
宿
町
、
亡
母
和
代
）

▽
田
中
宗
雄
（
古
賀
町
、
亡
母

初
子
）
▽
永
友
恵
子
（
西
新
町
、

亡
母
上
田
ヤ
ヨ
イ
）
▽
大
坪
津

矢
子
（
藤
木
町
、
亡
母
秋
花
チ

ド
リ
）

鳥
栖
中
学
校

へ
▽
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
１
台
…

鳥
栖
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
会
長
・

永
家
昇
）

市
社
会
福
祉
協
議

会
へ
▽
１
万
円
…
匿
名
▽
２
万

円
（
百
歳
記
念
御
祝
）
…
森
崎

ハ
ツ
エ
（
真
木
町
）
▽
１
万
円

…
永
石
積
（
曽
根
崎
町
）

市
社
会
福
祉

協
議
会
へ
▽
２
万
円
（
朝
日
山

学
園
へ
指
定
）
…
久
保
一
弘

（
江
島
町
）
▽
１
万
円
（
特
定

非
営
利
活
動
法
人
わ
か
ば
へ
指

定
）
…
フ
レ
ッ
シ
ュ
ト
ピ
ア

筑
後
川
流
域
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド

協
議
会
（
久
留
米
市
・
小
郡

市
・
鳥
栖
市
・
基
山
町
）で
は
、

県
境
を
越
え
た
地
域
の
一
体
的

発
展
を
図
る
上
で
の
基
礎
資
料

と
す
る
た
め
に
、
８
月
に
「
ク

ロ
ス
ロ
ー
ド
地
域
の
地
域
連
携

を
考
え
る
住
民
意
識
調
査
」
を

実
施
。
皆
さ
ん
の
率
直
な
意
見

を
伺
い
ま
し
た
。

今
回
、
こ
の
調
査
結
果
を
踏

ま
え
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
都
市
や
地
域
の
姿
に
つ
い

て
識
者
を
交
え
て
考
え
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
次
の
と
お
り
開
き

ま
す
（
共
催：

西
日
本
新
聞

社
）。

と
　
き
●
12
月
17
日
（
日
）
午

後
１
時
半
〜
同
４
時
。
受
け
付

け
は
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ
●
小
郡
市
文
化
会
館

（
小
郡
市
大
板
井
１
３
６
｜
１
）

講
　
演
●
演
題
＝
こ
れ
か
ら
の

国
土
形
成
と
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
地

域
▽
講
師
＝
矢
田
俊
文
北
九
州

市
立
大
学
長

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
●

パ
ネ
リ
ス
ト
＝
小
郡
市
長
、
久

留
米
市
長
、
鳥
栖
市
長
、
基
山

町
長

入
場
料
●
無
料

そ
の
他
●
申
し
込
み
不
要
。
当

日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い

問
い
合
わ
せ
●
総
合
政
策
課

（
1
85
・
３
５
１
１
）

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
サ
ッ
カ
ー

鳥
　
　
　
栖

ス
タ
ジ
ア
ム

2007

消
防
自
動
車
等
ス
ケ
ッ
チ
大
会

募
集
要
件
●
来
年
４
月
１
日
現

在
で
60
歳
未
満
の
市
内
在
住
者

（
た
だ
し
、
以
前
嘱
託
職
員
と

し
て
雇
用
さ
れ
た
人
を
除
く
）

業
務
内
容
●
①
小
学
校
給
食
業

務
②
学
校
事
務
補
助
業
務

募
集
人
員
●
①
②
と
も
若
干
名

雇
用
期
間
●
①
②
と
も
来
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
20
年
３
月
31

日
ま
で

勤
務
形
態
●
①
午
前
８
時
半
〜

午
後
４
時
半
②
午
前
８
時
15
分

〜
午
後
４
時
15
分
。
①
②
と
も

土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
み

賃
金
月
額
●
14
万
４
９
０
０
円

申
し
込
み
●
12
月
11
日
（
月
）

ま
で
に
必
要
書
類
を
教
育
委
員

会
総
務
課
（
〒
８
４
１
―
８
５

１
１
鳥
栖
市
宿
町
１
１
１
８
番

地
1
85
・
３
６
９
１
）
へ

※
詳
細
は
前
号
の「
市
報
と
す
」

３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
が
募
集
し
た

「
人
と
人
と
を
結
ぶ
思
い
や
り

標
語
」
に
は
、
小
学
生
２
０
１

９
点
、
中
学
生
１
７
４
５
点
、

計
３
７
６
４
点
の
応
募
が
あ

り
、
次
の
と
お
り
入
賞
者
が
決

ま
り
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

入
賞
作
品
は
、
12
月
11
日
か

ら
同
18
日
ま
で
市
役
所
１
階
市

民
コ
ー
ナ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

【
市
長
賞
】
吉
松
大
貴
（
旭
小

６
年
）
青
木
美
鈴
（
鳥
栖
中
２

年
）

【
鳥
栖
市
議
会
議
長
賞
】
黒
本
ち

ひ
ろ
（
麓
小
６
年
）
江
口
侑
子

（
田
代
中
３
年
）

【
鳥
栖
市
教
育
長
賞
】
楠
田
修
平

（
鳥
栖
小
４
年
）
長
愛
理
（
田

代
中
２
年
）

【
入
選
】
原
陽
平
（
田
代
小
４

年
）
濱
田
日
華
（
同
）
江
頭
更

紗
（
鳥
栖
北
小
５
年
）
川
原
卓

馬
（
基
里
小
６
年
）
日
山
可
奈

子
（
同
）
橋
口
歩
未
（
基
里
中

１
年
）
中
島
江
実
（
鳥
栖
中
１

年
）
吉
田
満
美
（
同
２
年
）
寺

田
妃
香
里
（
同
３
年
）
有
村
弘

太
郎
（
鳥
栖
西
中
３
年
）

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
サ
ッ
カ
ー

鳥
　
　
　
栖

ス
タ
ジ
ア
ム

2007

消
防
自
動
車
等
ス
ケ
ッ
チ
大
会

鳥
栖
市
地
域
振
興
財
団
な
ど

で
は
「
鳥
栖
ス
タ
ジ
ア
ム
ニ

ュ
ー
イ
ヤ
ー
サ
ッ
カ
ー
２
０
０

７
」
を
開
き
ま
す
。

今
回
は
サ
ガ
ン
鳥
栖
・
初
代

守
護
神
と
し
て
活
躍
し
た
高
嵜

理
貴
選
手
や
エ
ー
ス
ス
ト
ラ
イ

カ
ー
の
竹
元
義
幸
選
手
、
初
の

地
元
出
身
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
小
石
龍

臣
選
手
な
ど
、
思
い
出
に
残
る

名
選
手
が
鳥
栖
ス
タ
ジ
ア
ム
に

集
結
し
ま
す
。
詳
し
く
は
鳥
栖

市
地
域
振
興
財
団
（
1
81
・

１
３
６
０
）
へ
。

と
　
き
●
来
年
１
月
７
日
（
日
）

と
こ
ろ
●
鳥
栖
ス
タ
ジ
ア
ム

内
　
容
●
サ
ッ
カ
ー
教
室
＝
午

前
10
時
半
〜
正
午
▽
Ｏ
Ｂ
戦

（
フ
レ
ン
ド
リ
ー
マ
ッ
チ
）
＝

午
後
１
時
キ
ッ
ク
オ
フ
▽
サ
ガ

ン
鳥
栖
フ
ァ
ン
感
謝
イ
ベ
ン
ト

＝
午
後
３
時
〜

対
　
象
●
小
学
生

定
　
員
●
２
０
０
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
●
同
財
団
（
1
81
・

１
３
６
０
）
へ

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
サ
ッ
カ
ー

鳥
　
　
　
栖

ス
タ
ジ
ア
ム

2007

消
防
自
動
車
等
ス
ケ
ッ
チ
大
会

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
サ
ッ
カ
ー

鳥
　
　
　
栖

ス
タ
ジ
ア
ム

2007

消
防
自
動
車
等
ス
ケ
ッ
チ
大
会

サ
ッ
カ
ー
教
室
参
加
者
募
集

協
議
会
へ
▽
宮
崎
智
子
（
布
津

原
町
、
亡
夫
克
明
）
▽
米
内
千

代
（
田
代
外
町
、
亡
夫
壽
一
）

▽
山
田
一
幸
（
酒
井
東
町
、
亡

母
キ
ク
）
▽
豊
増

盛
（
幸
津

町
、
亡
母
ヤ
ス
）
▽
内
田
善
博

（
福
岡
市
、
亡
母
ス
エ
コ
）
▽

井
上
冨
美
子
（
萱
方
町
、
亡
夫

虎
登
）
▽
久
保
一
弘
（
江
島
町
、

亡
母
美
代
子
）
▽
中
島
ツ
ル
ヨ

（
立
石
町
、
亡
夫

朱
）
▽
齋



と
　
き
●
来
年
１
月
10
日
（
水
）

か
ら
17
日
（
水
）
ま
で
、
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ
●
県
農
業
大
学
校
（
佐

賀
郡
川
副
町
）

費
　
用
●
１
万
５
０
０
０
円

申
し
込
み
●
12
月
15
日
（
金
）

ま
で
に
農
林
課
（
1
85
・
３
５

６
３
）
へ

子
ど
も
の
夢
を
か
な
え
る

「
夢
プ
ラ
ン
21
」
で
採
用
さ
れ

た
「
大
き
な
凧
を
あ
げ
た
い
」

の
夢
実
現
日
が
、
来
年
１
月
６

日
（
土
）
に
決
ま
り
ま
し
た
。

当
日
は
大
き
な
凧
を
あ
げ
る

と
同
時
に
、「
手
づ
く
り
凧
コ

ン
テ
ス
ト
」
を
行
い
ま
す
。

親
子
や
グ
ル
ー
プ
で
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
凧
を
作
っ
て
、
コ
ン
テ

ス
ト
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？
先

着
20
組
に
は
凧
づ
く
り
キ
ッ
ト

を
差
し
上
げ
ま
す
。

申
し
込
み
は
12
月
28
日（
木
）

ま
で
に
夢
プ
ラ
ン
21
実
行
委
員

会
事
務
局
（
市
民
協
働
推
進
課

内
1
85
・
３
５
７
６
）
へ
。

応
募
資
格
●
中
学
校
卒
業
者

（
見
込
み
含
む
）
と
高
校
中
退

者
。
聴
講
生
は
高
校
卒
業
生
で

も
可

出
願
期
間
●
来
年
２
月
21
日
か

ら
３
月
19
日
ま
で

選
抜
方
法
●
書
類
選
考
と
面
接

出
願
方
法
●
願
書
な
ど
必
要
書

類
を
佐
賀
北
高
校
通
信
制
（
〒

８
４
０
―
０
８
５
１
佐
賀
市
天

祐
２
丁
目
６
番
１
号
1
０
９
５

２
・
23
・
２
２
０
３
）
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
願
書
な
ど
は

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

（
1
85
・
３
５
２
０
）
に
用
意

し
て
い
ま
す
。
願
書
な
ど
を
郵

送
で
希
望
す
る
場
合
は
１
４
０

円
切
手
を
同
封
の
上
、
同
校
へ

と
　
き
●
来
年
１
月
11
日
か
ら

３
月
22
日
ま
で
の
毎
週
木
曜

日
、
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
●
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

講
　
師
●
松
尾
伊
知
郎
さ
ん

（
魚
蓮
坊
窯
）

定
　
員
●
20
人

材
料
代
●
５
０
０
０
円

申
し
込
み
●
往
復
は
が
き
に
①

住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
電
話
番

号
⑤
陶
芸
教
室
希
望
と
明
記
の

上
、
生
涯
学
習
課
（
〒
８
４
１

―
８
５
１
１
鳥
栖
市
宿
町
１
１

１
８
番
地
1
85
・
３
６
９
４
）

へ
。
12
月
15
日
必
着
。
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す

対
　
象
●
60
〜
64
歳
で
働
く
意

欲
の
あ
る
人

と
　
き
●
12
月
14
日
（
木
）
・

15
日
（
金
）
午
前
９
時
半
〜
正

午と
こ
ろ
●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー

受
講
料
●
無
料

定
　
員
●
25
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
（
1
84
・
３
１
４
７
）

対
　
象
●
60
〜
64
歳
で
働
く
意

欲
の
あ
る
人

と
　
き
●
12
月
12
日
（
火
）
午

前
９
時
半
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ
●
保
健
セ
ン
タ
ー

内
　
容
●
地
元
の
食
材
や
冷
蔵

庫
に
あ
る
も
の
を
使
っ
て
作
る

メ
ニ
ュ
ー

受
講
料
●
無
料

定
　
員
●
20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
（
1
84
・
３
１
４
７
）

と
　
き
●
12
月
22
日
（
金
）、

午
前
の
部
＝
午
前
10
時
半
〜
同

11
時
半
▽
午
後
の
部
＝
午
後
２

時
〜
同
３
時

と
こ
ろ
●
市
立
図
書
館

内
　
容
●
人
形
劇
「
さ
ん
ま
い

の
お
ふ
だ
」
ほ
か

そ
の
他
●
入
場
無
料
、
事
前
申

し
込
み
不
要

問
い
合
わ
せ
●
市
立
図
書
館

（
1
85
・
３
６
３
０
）

工
事
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
等
業
務
、
委
託
業
務
等
（
清

掃
・
警
備
を
含
む
）
お
よ
び
物

品
関
係
の
指
名
願
（
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
書
）
を
12
月
11

日
か
ら
来
年
１
月
31
日
ま
で
に

契
約
管
財
課
へ
持
参
ま
た
は
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。
当
日
必
着
。

指
名
願
の
有
効
期
間
は
来
年

４
月
１
日
か
ら
２
年
間
。
提
出

書
類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.city.tosu.lg.jp

）
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
同
課

窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

詳
し
く
は
契
約
管
財
課
（
1

85
・
３
５
４
７
）
へ
。

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業

事
業
所
を
対
象
に
毎
年
12
月
31

日
現
在
で
１
年
間
の
製
造
活
動

を
調
査
し
て
い
ま
す
。

調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
情
報
管
理
課
（
1

古賀寛隆さん佳代さんの長女

日 菜
は る な

ち ゃ ん
（10カ月、あさひ新町）
●両親からひと言
お兄ちゃんと仲良く、優しい
女の子に育ってね！

お
た
の
し
み
お
は
な
し
か
い

手

づ

く

り

凧

コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者

刃
物
研
ぎ
講
習
会

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

平
成
19
・
20
年
度

指
名
願
の
受
け
付
け

料

理

講

習

会

陶

芸

教

室

佐
賀
北
高
校
通
信
制
・
生
徒

農
業
機
械
士
（
け
ん
引
）

研

修

参

加

者

と　き●12月10日（日）午前８時45分～午後３時
ところ●基山町役場周辺
内　容●特産物販売、リサイクルバザーなど
問い合わせ●基山町役場企画課（192-2188）

と　き●来年1月7日（日）午後９時～大松明点火
ところ●大善寺玉垂宮（久留米市大善寺町）
問い合わせ●久留米観光コンベンション国際交流協会
（131-1717）

クロスロード
クロスロードクロスロード



高
齢
者
相
談
室
で
は
、
次
の

よ
う
な
求
人
申
し
込
み
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
同
相
談
室

（
1
85
・
３
５
５
６
）
へ
。
決

定
済
み
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◎
鮮
魚
と
寿
司
の
製
造
（
弥
生

が
丘
）
…
年
齢
不
問
、
時
給
７

０
０
〜
７
３
０
円

◎
倉
庫
内
作
業
員
（
同
）
…
年

齢
不
問
、
時
給
７
３
０
〜
８
５

０
円

◎
常
駐
保
安
警
備
（
み
や
き
町
）

…
18
〜
65
歳
、
時
給
８
５
０
円

◎
販
売
員
（
藤
木
町
）
…
年
齢

25
〜
65
歳
、
時
給
８
５
０
〜
１

０
０
０
円

◎
送
迎
（
基
山
町
）
…
年
齢
不

問
、
時
給
６
５
０
〜
９
５
０
円

◎
ピ
ッ
キ
ン
グ
お
よ
び
仕
分
け

（
上
峰
町
）
…
年
齢
不
問
、
時

給
７
０
０
円

高
齢
者
就
職
情
報 

高
年
齢
者
就
職
情
報 

85
・
３
５
１
３
）
へ
。

県
で
は
イ
ヌ
、
ネ
コ
を
飼
い

た
い
人
や
譲
り
た
い
人
の
た
め

に
「
犬
と
ね
こ
の
譲
渡
会
」
を

次
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

と
　
き
●
12
月
13
日
（
水
）
午

後
２
時
〜
同
４
時

と
こ
ろ
●
佐
賀
中
部
保
健
福
祉

事
務
所

申
し
込
み
●
事
前
に
佐
賀
中
部

保
健
福
祉
事
務
所
（
1
０
９
５

２
・
30
・
１
９
０
６
）
へ

知
的
障
害
者
更
生
相
談
所
で

は
、
知
的
障
害
者
と
家
族
を
対

象
に
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。

と
　
き
●
12
月
12
日
（
火
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
半

と
こ
ろ
●
社
会
福
祉
会
館

申
し
込
み
●
12
月
５
日
（
火
）

ま
で
に
社
会
福
祉
課
障
害
者
福

祉
係
（
1
85
・
３
６
４
２
）
へ

と
　
き
●
毎
週
水
曜
日
、
午
前

９
時
半
〜
午
後
３
時
半

と
こ
ろ
●
社
会
福
祉
会
館
（
第

２
・
４
水
曜
日
は
市
役
所
２
階

第
１
会
議
室
）

相
談
員
●
民
生
委
員
・
児
童
委

員問
い
合
わ
せ
●
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
1
85
・
３
４
５
５
）

と
　
き
●
12
月
９
日
（
土
）
午

前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
●
若
楠
療
育
園

内
　
容
●
子
育
て
の
悩
み
や
発

達
に
遅
れ
が
あ
る
子
ど
も
の
療

育
に
つ
い
て

相
談
員
●
臨
床
心
理
士

申
し
込
み
●
予
約
制
。
同
園

（
1
83
・
１
１
２
１
）
へ

■カラテ生徒募集
毎週木曜日、午後７時～同
９時（小学６年生までは同８
時）、鳥栖商工センター。見学
は自由で、無料体験を行いま
す。詳しくは正道会館鳥栖道
場・田中（1080-3188-1809）へ。

■平成19年新年年詞交換会
１月５日（金）午前11時～、
マリアージュホテルビアント
ス。定員400人（先着順）。申
し込みは所定の申込書と登録
料（１人4,000円）を添えて、
12月８日までに鳥栖商工会議
所（183-3121）へ。

■県太陽光発電トップ
ランナー推進事業
県では、県太陽光発電トッ
プランナー推進事業を行って
います。同事業は、住宅用太
陽光発電を平成18年４月１日
以降に設置した人の自家消費
電力を、県が１kwhあたり40
円で一括購入するものです。
詳しくは県環境課（10952-25-

7079）または太陽光発電トッ
プランナー推進事業ヘルプデ
スク（10952-29-0815）へ。

■緒方孝市選手による
帰郷少年野球教室
12月10日（日）午前９時半
～、鳥栖市民球場。鳥栖市出
身で、広島東洋カープに所属
する緒方孝市選手の少年野球
教室。プロ野球を代表する外
野手、緒方選手の指導をぜひ
ご覧ください。詳しくは市野
球連盟・白水（182-0523）へ。

■飲酒運転を根絶しよう！
12月15日から同31日まで

「冬の交通安全県民運動」が行
われます。運動の重点は「飲
酒運転の根絶」。これからの季
節は飲酒の機会が多くなりま
す。「運転するなら酒を飲まな
い」「酒を飲んだら運転しない」
「運転する人に酒をすすめな
い」「酒を飲んだ人に運転させ
ない」ことを一人一人が強く
心がけ、家庭や職場から飲酒
運転をなくしましょう。

知
的
障
害
者
の
た
め
の

巡

回

相

談

心

理

相

談

12
月
の
心
配
ご
と
相
談

犬
と
ね
こ
の
譲
渡
会





福
岡
大
学
名
誉
教
授
の
小
田

富
士
雄
氏
も
、
勝
尾
城
筑
紫
氏

遺
跡
を
来
訪
さ
れ
た
一
人
で

す
。
小
田
先
生
は
昭
和
二
十
年

代
か
ら
現
在
ま
で
、
九
州
の
考

古
学
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
き
た

人
で
、
宗
像
「
沖
ノ
島
遺
跡
」、

島
原
「
原
山
遺
跡
」
を
は
じ
め
、

九
州
を
代
表
す
る
遺
跡
の
調
査

を
指
導
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

鳥
栖
市
で
も
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員
と
し
て
指
導
を
仰
い

で
お
り
、
特
に
「
ヒ
ャ
ー
ガ
ン

サ
ン
」
古
墳
の
復
元
整
備
に
は

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
諸
先
生
方
の
有

形
無
形
の
支
援
が
、
勝
尾
城
筑

紫
氏
遺
跡
の
国
史
跡
指
定
の
大

き
な
後
押
し
に
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
支
援
に
よ

り
国
史
跡
指
定
ま
で
こ
ぎ
着
け

ま
し
た
が
、
一
方
今
年
度
は
史

跡
を
広
く
紹
介
し
、
併
せ
て
鳥

栖
市
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
目
的
で
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
福
岡
市
で
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
記
念
講
演
、
発

掘
資
料
の
展
示
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
三
本
立
て
で
実
施
し
ま
し

た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
当
日
の
十
月

二
十
九
日
は
、
福
岡
県
を
中
心

に
五
百
人
ほ
ど
の
参
加
者
が
あ

り
、
非
常
に
盛
会
で
し
た
。

発
掘
資
料
に
直
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
、
勝

尾
城
を
巡
る
戦

国
時
代
の
多
彩

な
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
た
と

好
評
で
し
た
。

通
常
、
こ
の

よ
う
な
歴
史
や

文
化
を
対
象
と

し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
五
百
人

も
の
参
加
者
が

あ
る
こ
と
は
珍

し
く
、
遺
跡
と

鳥
栖
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
大
き
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

次
回
は
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
い
た

し
ま
す
。

時
は
戦
国
。
戦

場
で
傷
つ
き
、
倒

れ
て
い
く
武
士

（
も
の
の
ふ
）
た

ち
。
動
け
な
く
な
る
こ
と
は
自

ら
の
死
を
意
味
し
、
戦
の
敗
北

へ
と
つ
な.

が
り
ま
す
。

そ
ん
な
戦
乱
の
世
に
現
れ
た

の
が
「
金
創
医
」。
十
四
世
紀

か
ら
室
町
・
戦
国
時
代
に
か
け

て
確
立
し
た
、
戦
場
で
の
刀
傷

を
専
門
に
扱
う
軍
陣
外
科
医
の

こ
と
で
、
消
毒
術
か
ら
外
科
手

術
に
い
た
る
高
度
な
技
術
を
持

ち
あ
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

「
振
り
出
し
薬
」
は
、
彼
ら

が
作
っ
た
薬
の
一
つ
。
細
か
く

刻
ん
だ
薬
草
を
布
袋
に
包
み
、

テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
の
よ
う
に
熱
湯

で
成
分
を
侵
出
さ
せ
て
用
い
ま

す
。
戦
場
に
お
い
て
、
多
く
の

武
士
の
傷
を
癒
し
ま
し
た
。

忠
に
生
き
、
誉
れ
に
戦
っ
た

武
士
。
戦
場
に
ゆ
ら
め
く
命
の

燈
火
…
。
そ
の
光
を
絶
や
さ
ぬ

た
め
に
、
金
創
医
も
ま
た
、
彼

ら
と
共
に
戦
っ
て
い
た
の
で

す
。

振 り 出 し 薬  

て ん か ふ ん  

天 花 粉  

振 り 出 し 薬  

て ん か ふ ん  

天 花 粉  

展示された発掘資料を見る参加者

Ｊ
２
公
式
戦
第
四
十
八
節

「
対
湘
南
」
戦
が
十
一
月
十
二

日
、
鳥
栖
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
か

れ
ま
し
た
。

今
回
の
試
合
は
、
子
ど
も
の

夢
を
実
現
す
る「
夢
プ
ラ
ン
21
」

に
採
用
さ
れ
た
「
鳥
栖
ス
タ
ジ

ア
ム
を
満
員
に
し
た
い
」
の
対

象
試
合
。
夢
を
発
案
し
た
鳥
栖

北
小
三
年
の
児
童
六
人
は
、
ス

タ
ジ
ア
ム
を
満
員
に
し
よ
う
と

企
業
に
協
力
を
お
願
い
に
行
っ

た
り
、
ビ
ラ
を
配
っ
た
り
と
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て
、
サ
ガ

ン
鳥
栖
の
リ
ー
グ
戦
で
の
最
高

の
一
万
五
千
五
百
七
十
二
人
を

上
回
る
一
万
八
千
二
百
三
十
一

人
が
ス
タ
ジ
ア
ム
に
詰
め
か

け
、
立
ち
見
客
が
出
る
状
態
で

し
た
。

試
合
は
前
半
三
十
四
分
、
Ｆ

Ｗ
新
居
辰
基
選
手
（
背
番
号
十

一
）
の
ゴ
ー
ル
で
先
制
。
そ
の

後
追
い
付
か
れ
ま
す
が
、
現
在

三
連
勝
中
と
勢
い
に
乗
る
サ
ガ

ン
イ
レ
ブ
ン
は
、
後
半
二
十
五

分
、
Ｄ
Ｆ
飯
尾
和
也
選
手
（
背

番
号
四
）
が
ゴ
ー
ル
を
決
め
て

勝
ち
越
し
ま
す
。

こ
れ
が
決
勝
点
と

な
り
二
対
一
で
勝
利
。

チ
ー
ム
初
の
四
連
勝

で
勝
ち
点
七
十
三
の

四
位
に
浮
上
し
ま
し

た
。試

合
後
、
夢
を
発

案
し
た
六
人
は
「
目

標
の
二
万
人
に
届
か

な
か
っ
た
の
で
悔
し

い
け
ど
、
た
く
さ
ん

の
人
が
来
て
く
れ
た

の
で
よ
か
っ
た
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

子どもの夢かなう

サガンサポーターで埋め尽くされたスタンド



国
史
跡
の
田
代
太
田
古
墳

（
田
代
本
町
）
と
、
市
重
要

文
化
財
の
ヒ
ャ
ー
ガ
ン
サ
ン

古
墳
（
弥
生
が
丘
７
丁
目
梅

坂
公
園
内
）
の
石
室
内
部
を

次
の
と
お
り
公
開
し
ま
す
。

田
代
太
田
古
墳
は
、
６
世

紀
後
半
代
に
造
ら
れ
た
直
径

約
42
ｍ
の
大
型
円
墳
。
古
墳

の
石
室
内
に
は
、
黄
色
の
岩

肌
に
赤
・
黒
・
緑
の
３
色
の

顔
料
を
効
果
的
に
用
い
て
装

飾
文
様
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。ヒ

ャ
ー
ガ
ン
サ

ン
古
墳
も
６
世
紀

後
半
代
に
造
ら
れ

た
、
珍
し
い
彩
色

壁
画
系
装
飾
古
墳

の
一
つ
。
直
径
約

20
ｍ
の
円
墳
で
、

石
室
内
に
赤
色
の
装
飾
文
様
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

ヒ
ャ
ー
ガ
ン
サ
ン
古
墳
石
室

は
事
前
予
約
に
よ
り
常
時
見
学

が
可
能
で
す
が
、
田
代
太
田
古

墳
は
通
常
非
公
開
で
す
。

こ
の
機
会
に
２
基
の
装
飾
古

墳
を
見
比
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き
●
12
月
10
日
（
日
）
①

午
前
10
時
〜
正
午
②
午
後
１
時

〜
同
３
時

と
こ
ろ
●
公
開
時
間
内
に
現
地

集
合

公
開
方
法
●
現
地
で
係
員
が
誘

導
・
案
内
し
ま
す

そ
の
他
●
参
加
無
料
。
申
し
込

み
不
要
で
す

問
い
合
わ
せ
●
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
（
1
85
・
３
６
９

５
）

キ
ッ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｕ
第
４
回
公
演
「
虹
の
あ
ど

れ
す
〜
フ
ァ
イ
ナ
ル
〜
」
が
次

の
と
お
り
開
か
れ
ま
す
。

こ
の
作
品
は
今
年
の
11
月
、

山
口
県
で
開
か
れ
た
「
国
民
文

化
祭
・
や
ま
ぐ
ち

２
０
０
６
演
劇
祭
」

で
も
公
演
さ
れ
ま

し
た
。

詳
し
く
は
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
事
務
局

（
1
０
８
０
・
６
４

１
５
・
９
９
７
９
）

へ
。

と
　
き
●
①
12
月
９
日
（
土
）

午
後
５
時
半
開
場
、
同
６
時
半

開
演
②
同
10
日
（
日
）
午
後
１

時
開
場
、
同
２
時
開
演

と
こ
ろ
●
市
民
文
化
会
館

入
場
券
（
前
売
り
）
●
大
人
１

５
０
０
円
、
子
ど
も
（
高
校
生

ま
で
）
１
０
０
０
円
。
当
日
券

２
０
０
円
増
し
※
全
席
自
由

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
●
市
民
文
化

会
館
、
市
役
所
売
店
ほ
か

鳥
栖
市
長
選
挙

鳥
栖
市
長
選
挙

田代太田古墳壁画模写

ヒャーガンサン古墳壁画

平
成
19
年
３
月
14
日
の
任
期

満
了
に
伴
う
市
長
選
挙
の
期
日

が
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
の
11

月
委
員
会
で
次
の
と
お
り
決
ま

り
ま
し
た
。

選
挙
期
日
●
平
成
19
年
２
月
18

日
（
日
）

告
示
日
●
平
成
19
年
２
月
11
日

（
日
）

問
い
合
わ
せ
●
市
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
（
1
85
・
３
５
０

７
）

鳥
栖
市
長
選
挙


